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明
治
期
に
は
コ
レ
ラ
が
た
び
た
び
日
本
に
襲
来
し
た
。
コ
レ

ラ
防
疫
は
、
明
治
政
府
に
と
っ
て
緊
急
課
題
で
あ
っ
た
。
中
国

か
ら
伝
播
し
た
と
さ
れ
る
明
治
一
○
（
一
八
七
七
）
年
の
大
流

行
に
お
い
て
は
、
全
国
で
多
く
の
死
者
を
だ
し
た
。
こ
の
と
き

「
虎
列
刺
病
予
防
法
心
得
」
が
出
さ
れ
、
コ
レ
ラ
罹
患
者
が
発
生

し
た
際
の
行
政
へ
の
届
出
が
規
定
さ
れ
た
。
コ
レ
ラ
患
者
発
生

情
報
の
収
集
は
、
防
疫
政
策
を
と
る
上
で
の
基
本
と
な
る
も
の

だ
っ
た
。
こ
う
し
て
コ
レ
ラ
を
対
象
と
し
て
最
初
に
始
ま
っ
た

届
出
制
度
の
範
囲
は
、
明
治
十
三
（
一
八
八
○
）
年
の
「
伝
染

病
予
防
規
則
」
、
明
治
三
○
（
一
八
九
七
）
年
の
「
伝
染
病
予
防

法
」
に
お
い
て
、
コ
レ
ラ
以
外
の
主
要
急
性
感
染
症
に
も
拡
大

さ
れ
た
（
法
定
伝
染
病
）
。
罹
患
の
看
過
や
隠
蔽
な
ど
の
問
題
の

た
め
、
と
り
わ
け
そ
の
草
創
期
に
お
い
て
は
、
届
出
情
報
が
患

者
発
生
状
況
を
必
ず
し
も
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
は
限
ら
な

羽
近
代
日
本
に
お
け
る
コ
レ
ラ
の
伝
播
（
二
）

永
島
剛

専
修
大
学
経
済
学
部

い
。
し
か
し
、
後
年
の
歴
史
分
析
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
届

出
に
も
と
づ
く
罹
患
情
報
は
、
戸
籍
事
務
の
死
亡
届
出
と
と
も

に
、
感
染
症
流
行
史
の
重
要
な
資
料
と
な
る
。

内
務
省
「
衛
生
局
年
報
」
に
は
、
こ
う
し
た
経
緯
で
収
集
さ

れ
た
府
県
別
の
コ
レ
ラ
患
者
数
．
死
者
数
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
○
年
以
降
、
同
十
二
年
、
十
五
年
、

十
九
年
、
二
三
年
、
二
八
年
に
、
全
国
の
患
者
数
合
計
が
四
万

五
千
人
を
上
回
る
大
流
行
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
流
行
は
、
い

ず
れ
も
東
京
府
に
も
及
ん
で
い
る
。
今
、
『
衛
生
局
年
報
」
に
も

と
づ
い
て
、
上
記
の
大
流
行
時
に
お
け
る
東
京
府
の
患
者
数
を

書
き
出
し
て
み
る
と
、
二
二
三
六
人
（
十
二
年
）
、
六
五
三
六
人

（
十
五
年
）
、
一
二
一
七
一
人
（
十
九
年
）
、
四
○
二
七
人
（
二
三

年
）
、
三
四
二
四
人
（
二
八
年
）
と
な
る
。
こ
の
う
ち
明
治
十
五

年
に
お
い
て
は
、
東
京
府
の
コ
レ
ラ
患
者
数
は
全
国
の
そ
れ
の

十
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
。
首
都
で
あ
り
、
ヒ
ト
・
モ

ノ
の
流
通
の
中
心
地
で
あ
っ
た
東
京
は
、
日
本
の
コ
レ
ラ
流
行

に
お
け
る
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。

全
国
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
コ
レ
ラ
伝
播
の
様
相
に
焦
点
を
あ
て
た

鈴
木
「
近
代
日
本
に
お
け
る
コ
レ
ラ
の
伝
播
（
一
）
」
に
つ
づ
く
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本
報
告
で
は
、
東
京
府
内
に
お
い
て
コ
レ
ラ
が
ど
の
よ
う
に
伝

播
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
防
疫
政
策

が
と
ら
れ
た
の
か
に
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
『
衛
生
局
年
報
」
よ
り
も
詳
細
な
患
者
発
生
記
録
の
資
料
が

必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
『
流
行
病
記
事
」
と

い
う
資
料
群
で
あ
る
。
当
時
の
衛
生
当
局
は
、
伝
染
病
が
大
流

行
し
た
際
に
は
、
年
次
の
報
告
書
と
は
別
に
、
臨
時
の
報
告
書

を
『
○
○
病
流
行
記
（
紀
）
事
」
な
い
し
『
流
行
誌
」
と
い
っ

た
題
名
の
も
と
に
発
行
し
て
い
る
。
上
記
の
コ
レ
ラ
大
流
行
に

際
し
て
は
、
内
務
省
衛
生
局
が
全
国
の
流
行
状
況
を
扱
っ
た

「
流
行
紀
事
」
を
毎
回
発
行
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
流
行
に
か

ん
し
て
、
地
方
当
局
が
発
行
し
て
い
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。

当
時
、
各
地
方
の
伝
染
病
防
疫
事
務
は
、
警
察
の
管
轄
下
に
あ

っ
た
。
東
京
府
の
場
合
に
は
、
明
治
二
八
年
流
行
に
つ
い
て
警

視
庁
第
三
部
が
著
し
た
『
虎
列
刺
病
流
行
紀
事
」
が
あ
る
。

こ
の
資
料
に
は
、
毎
日
、
東
京
府
の
ど
こ
（
区
・
郡
）
で
患

者
が
発
生
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
記
録
が
網
羅
的
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
明
治
二
八
年
コ
レ
ラ
流
行
に
お
け
る
東
京
の
初
発
患

者
は
、
五
月
二
四
日
、
東
京
市
神
田
区
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

翌
月
以
降
、
市
内
他
区
お
よ
び
郡
部
で
も
患
者
発
生
の
記
録
が

増
え
て
ゆ
く
。
年
末
に
ほ
ぼ
発
生
が
み
ら
れ
な
く
な
る
ま
で
、

ほ
ぼ
府
内
全
域
に
病
気
が
蔓
延
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

地
区
別
の
発
生
状
況
を
時
間
を
追
っ
て
見
て
み
る
こ
と
で
、
コ

レ
ラ
が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
た
の
か
、
そ
の
流
行
経
路
を
あ
る

程
度
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ど
の
地
区
で

も
っ
と
も
発
生
が
頻
繁
で
あ
っ
た
の
か
も
つ
か
む
こ
と
が
で
き

る
。
本
報
告
で
は
、
こ
う
し
た
日
々
の
地
区
別
患
者
発
生
記
録

を
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
に
提
示
し
、
当
時
の
流
行
状
況
お
よ
び
防
疫
活

動
の
あ
り
方
の
分
析
に
資
す
こ
と
に
努
め
た
い
。


